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している「付
ふ
加
か
」、形

かたち
の間

ま
違
ちが
いである「誤

ご
形
けい
成
せい
」、他

ほか
の項

こう
目
もく
と

混
こん
同
どう
している「混

こん
同
どう
」などです。

学▽▽
がく
習
しゅう
者
しゃ
の誤

ご
用
よう
から何

なに
が学

まな
べるか

たとえば「そして」では、次
つぎ
の例

れい
を含

ふく
めた全

ぜん
部
ぶ
で16種

しゅ
類
るい

の誤
ご
用
よう
例
れい
文
ぶん
が挙

あ
げられています。

誤　毎
まい
日
にち
天
てん
気
き
予
よ
報
ほう
を聞

き
いたら、かさとか、レインーコト

とか、ホーバとかの用
よう
意
い
ができる。そして、仕

し
事
ごと

する時
とき
か出

で
かける時

とき
か、何

なに
も心

しん
配
ぱい
しない。

正　毎
まい
日
にち
天
てん
気
き
予
よ
報
ほう
を聞

き
いたら、傘

かさ
とか、レインコート

とか、オーバーとかの用
よう
意
い
ができる。そうすれば、

仕
し
事
ごと
する時

とき
や出

で
かける時

とき
、何
なに
も心

しん
配
ぱい
しなくていい。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
はなぜこのような誤

ご
用
よう
をするのでしょうか。本

ほん
書
しょ

の「誤
ご
用
よう
の解

かい
説
せつ
」ではこれらの誤

ご
用
よう
を分

ぶん
析
せき
・検
けん
討
とう
し、学

がく
習
しゅう
者
しゃ

には前
ぜん
文
ぶん
と後

こう
文
ぶん
との意

い
味
み
関
かん
係
けい
をあまり考

かんが
えずに「そして」を

使
つか
ってしまう傾

けい
向
こう
があること、上

うえ
の例

れい
では、条

じょう
件
けん
･結
けっ
果
か

の関
かん
係
けい
があるので別

べつ
の接

せつ
続
ぞく
詞
し
を使

つか
ったほうが適

てき
切
せつ
だと

いうことなどが書
か
かれています。また、「指

し
導
どう
のポイント」と

して、２つの文
ぶん
がどのような論

ろん
理
り
関
かん
係
けい
を持

も
つか、接

せつ
続
ぞく
詞
し

同
どう
士
し
を比

ひ
較
かく
しながら時

じ
間
かん
をかけて教

おし
える必

ひつ
要
よう
があると

いうことなどがまとめられています。
このように、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の誤

ご
用
よう
を見

み
ていくことで、その文

ぶん
法
ぽう

項
こう
目
もく
の意

い
味
み
や使

つか
い方

かた
、指
し
導
どう
上
じょう
の問

もん
題
だい
点
てん
などいろいろなこと

が見
み
えてきます。本

ほん
書
しょ
は、教

おし
え方

かた
を工

く
夫
ふう
する際

さい
の参

さん
考
こう
にも

なりますし、実
じっ
際
さい
に自

じ
分
ぶん
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
がおかした誤

ご
用
よう
を解

かい
釈
しゃく

する手
て
がかりにもなります。また、これから文

ぶん
法
ぽう
や言

げん
語
ご

習
しゅう
得
とく
を研

けん
究
きゅう
しようとする人

ひと
にとっては、ヒントを見

み
つける

資
し
料
りょう
になるだろうと思われます。

生▽▽
い
きた誤

ご
用
よう
データを整

せい
理
り
された形

かたち
で示

しめ
す

日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は、日

に
本
ほん
語
ご
を習

しゅう
得
とく
する過

か
程
てい
でさまざまな

誤
あやま
った文

ぶん
や不

ふ
自
し
然
ぜん
な文

ぶん
を作

つく
ります。本

ほん
書
しょ
は、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の実

じっ
際
さい

の誤
ご
用
よう
例
れい
を文

ぶん
法
ぽう
の観

かん
点
てん
から整

せい
理
り
し、解

かい
説
せつ
を加

くわ
えた誤

ご
用
よう
辞
じ
典
てん

です。取
と
り上

あ
げられている誤

ご
用
よう
例
れい
文
ぶん
数
すう
は、2720文

ぶん
にのぼり

ます。見み
み
出だ
だ
し・として挙

あ
げられている文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
は、「だろう」

「のだ」などモダリティに関
かん
係
けい
のあるもの、「てある」

「ている」などテンス･アスペクトに関
かん
係
けい
のあるもの、「たら」

「ば」など条
じょう
件
けん
節
せつ
に関

かん
係
けい
するものなど、日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
上
じょう
問
もん
題
だい

になりやすいものばかり170項
こう
目
もく
にわたります。また、

一
いっ
般
ぱん
的
てき
な文

ぶん
法
ぽう
解
かい
説
せつ
書
しょ
にはあまり出

で
てこない接

せつ
続
ぞく
詞
し
や副

ふく
詞
し

の項
こう
目
もく
が多

おお
いことも特

とく
徴
ちょう
です。

それぞれの見
み
出
だ
し項

こう
目
もく
には、誤

ご
用
よう
例
れい
文
ぶん
とその訂

てい
正
せい
文
ぶん
が、

誤
ご
用
よう
の種

しゅ
類
るい
によって分

ぶん
類
るい
されて並

なら
べられています（図

ず
参
さん
照
しょう
）。

誤
ご
用
よう
の種

しゅ
類
るい
というのは、使

し
用
よう
しなければならないのに

使
し
用
よう
していない「脱

だつ
落
らく
」、使

し
用
よう
してはいけないところに使

し
用
よう

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の誤

ご
用
よう
から文

ぶん
法
ぽう
とその指

し
導
どう
を考

かんが
える辞

じ
典
てん

『日
に
本
ほん
語
ご
誤
ご
用
よう
辞
じ
典
てん
』
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